
　　　幼児期の効果的な教育とは？　　３.４.５歳児の教育

            幼児教育といえば、体操教室、英語教室、音楽教室など

            ○○教室というイメージはありませんか？

　　　　　　幼児期は　『　先生の指示に従って何かをする　』　といった一斉型の

      　　　教室形式では教育効果が低いのです。

　　　　　幼児期の教育は｢遊びを通した学び｣が効果的

　　　　小学校の先取り学習　　　　　　　　　　　　　遊び(状況）のなかでの学び

 国が定めた｢幼稚園教育要領｣には「幼児の自発的な活動としての遊びは、

 心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習である」とし、

 「遊びを通しての指導を中心」とするように各園に求めています。

                確かな学力、生きる力につながる

遊びには、さまざまな学びがかくれています
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机に座った一斉型学習では

これらの能力は得られません




